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論文内容の要旨

〔目的〕

Trypαnosomα cruziはシャーガス病の病原体であるが，この原虫はその生活環の中で 3 型すなわちtry­

pomastigote , epimastigote，および amastigote をもち，これらは形態的に相違を示すだけでなく，

宿主細胞内侵入性についても大きな違いを示す。 T. cruzi.の微細構造に関する研究は従来，透過型電

子顕微鏡によってなされており走査型電子顕微鏡を用いた研究は未だ行なわれていなし凡そこで本研

究は走査型電子顕微鏡によって T. cruzi の trypomastigote と epimastigote の表面構造を比較観察し，

更に原虫の培養線維芽細胞への侵入過程を明らかにすることを目的として行った。

〔方法ならびに成績〕

1. 原虫の表層構造の観察

T. cruzi の trypomastigote は感染マウスの血液または腹水わよび感染 HeLa 細胞から， また ep-

imastigote または modified monophasic medium から，それぞれ採取した。原虫は洗糠後， 0.1 M燐

酸緩衝液 (pH. 7.4) 中で 2%グルタールアルデヒドによる固定を行い更に， 1 %四酸化オスミウム

で 1 時間， 2 重固定を行った。その後，標品は上昇アルコール系列によって脱水し，ついで自然乾燥

或は目立臨界点乾燥器で乾燥させ，最後に炭素および金で蒸着し，目立HSM-2B走査型電子顕微鏡

で観察したO 観察の結果 trypomastigote および epimastigote には 2 つの型がみられ， 1 つは比較的

小さな丸みを帯びた短厚型で，他は紡錘状を呈する細長型である。 HeLa細胞から採取した trypomas­

tigote では前者が多く monophasic medium から採取した epimastigote では後者が多かった o tryｭ

pomastigote では虫体の後端近くに比較的大きな kinetoplast が明瞭に認められ，虫体表面には，ら
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旋状に走る波動膜の他に，体軸に平行して走行する線状隆起が観察された。また短厚型 trypomastigote

の中には鞭毛未端部にこぶ状構造を示すものがあったo epimastigote では kinetoplast は分裂時にの

み，明瞭に観察され，また虫体表面の線状隆起は trypomastigote にみられるものとは異なり体軸をら

旋状にとり巻くように走向していた。 trypomastigote にみられた鞭毛末端部のこぶ状構造は epima-

stigoteで、は細長型にのみ認められた。 epimastigoteの後端部は先き細り状になっており波動膜は不

明日景なものが多く， trypomastigote にみられるものに上ヒベて実豆かかった D

2. 原虫の線維芽細胞への侵入過程の観察

培養 2 日後の Balb-C線維芽細胞に trypomastigote または epimastigote を含む培養液を加え，ひき

続き， 37
0

C で培養後，経時的に培養基中のカバーグラスをとり出し，光学顕微鏡，および走査型電子

顕微鏡の標品とした。後者の処理方法ならびに標品の観察方法は，実験 l と同じである。 trypoma-

stigote の細胞内への侵入は 2 時間以内に開始され，原虫は，活発な鞭毛運動によって鞭毛先端部から

侵入した。時間の経過と共に感染線維芽細胞数が増加し，培養 5~6 時間後には 1 細胞に多数の原虫

が侵入している像が見出された。侵入原虫は細胞内でまもなく分裂を始め，培養 3 日後には，分裂像

が最も多くみられ，宿主細胞質は新生した trypomastigote によって充満されるに至った。感染 2~3

日後には感染線維芽細胞数が最大となった。 従ってtrypomastigoteを培養細胞に加えた後， 3~ 7 日後

には各種の細胞内発育期の原虫と，原虫増殖の結果として破壊された線維芽細胞が多数検出され，細胞

から放出された trypomastigote が再び新しい細胞ヘ侵入し始めている像も見出された。これらのこと

から， trypomastigote を培養細胞に加えた場合には細胞内で原虫が増殖する期間は大体 3 日間前後で

あると推定された。一方 epimastigote を培養細胞に加えた場合にはやはり，日数の経過と共に感染細

胞数が増加していくが，その程度は極めて遅く，かっ少数で、あることがわかった。

〔総括〕

走査型電子顕微鏡によって Trypαnosomα crUZl の trypomastigote と epimastigote の表層構造を

観察し，これらの原虫の形態的相違点を一層明瞭にすることができた。更にこの成績をもとにして，

これらの原虫の線維芽細胞への侵入過程を詳細に観察し，次のような成績を得た。

1. trypomastigote と epimastigote は虫体後端部の形態および kinetoplastの位置により，容易に

区別し得たが，更に虫体表層部の線状隆起が異なり，前者では体縦軸に平行に，後者ではら旋状に走

向することが認められた。

2. trypomastigoteの短厚型および epimastigoteの細長型の鞭毛末端部にこぶ状構造がみられた。

3. trypomastigote は鞭毛運動によって 2 時間以内に培養細胞ヘ侵入することがわかった。 5 日後

には原虫の細胞内増殖の結果，破壊された線維芽細胞数が最高となり，細胞から放出された trypo・

mastigote が再び新しい細胞ヘ侵入し始めている像もみられた。

4. epimastigote を培養細胞に加えた場合には感染細胞の出現は極めて遅く，かつ少数であり，こ

の原虫が細胞侵入性を持っか否かについて未だ明確な結論を導き得ない。
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論文の審査結果の要旨

Trypαnosomα cruzi はその生活環境の中で形態的変化を示し，それとともに宿主細胞内侵入性に違

いを生じる。従来，この原虫の微細構造は，主として透過型電子顕微鏡によって観察されてきた。そ

こで著者は ， T. cruzi が示す 3 つの形態の中， trypomastigote と epimastigote の 2 型について， そ

の微細構造ならびにこれらの原虫の培養細胞内侵入性を走査型電子顕微鏡によって検討した。その結

果，これら 2 型の原虫はその表層構造によって容易に区別しうること，また trypomastigote は鞭毛

側から培養線維芽細胞に侵入し， 2 時間以内に原虫が細胞内に証明され，その後，原虫は細胞内型と

して増殖することなどを明らかにした。この論文は trypomastigote と epimastigote の形態，特に，

表層微細構造の相違点を明確にするとともに trypomastigote の細胞内侵入過程を走査型電子顕微鏡

で明示したものとして，評価されるべきものと思う。
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